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  計画策定の趣旨                                   

 

 高度経済成長に伴う大量生産・大量消費・大量廃棄型の社会経済システムは、私たちの

生活に物質的な豊かさを与えてくれました。その半面、資源の浪費や地球温暖化などの地

球規模の問題が深刻さを増すばかりでなく、私たちの身近においても様々な環境問題を引

き起こしています。なかでも、ごみ問題については、日常的なごみ出しマナーから減量・

リサイクルに向けた取組の推進、不法投棄の防止に至るまで、市民の関心は年々高まって

います。このため、天然資源の消費を抑制し、環境への負荷を低減する循環型社会の形成

を進めていくことが課題となっています。                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 循環型社会のイメージ 

 

 

 

本市では現在、平成 29 年 3 月に策定した「西条市一般廃棄物処理基本計画」に基づい

て、市民や事業者の協力を得ながら適正なごみ処理を推進しています。近年、本市のごみ

排出量は減少傾向にありますが、人口減少や核家族化の進行を背景に、１人１日当たりの

ごみ排出量は近年概ね横ばいに推移しており、資源化率は伸び悩んでいる状況です。また、

本市のごみ処理収支は、施設運営やごみ収集に係る経費が、手数料等による収入を大きく

上回る状況となっています。 

このような課題を踏まえ、本計画は、３Ｒ推進による循環型社会の形成を目指し、本市

における現状のごみ処理システムを見直し、さらなるごみの減量・資源化を推進するため

に必要な取組を明らかにすることを目的とします。 

  

1 

処理
（焼却・資源化等）

資源投入
生産

（製造・流通等）

埋立処分

消費・使用

廃　　棄

2番目：再使用
 Reuse

リターナブルびんなど
繰り返し使えるものは
また利用しましょう。

１番目：発生抑制
Reduse

物を大切に使いましょ
う。長持ちする物を作
ることも大切です。

３番目：リサイクル
Recycle

再使用できないものも、
きちんと分別して出して
資源としましょう。

４番目：適正処分
どうしても処分が必要な
ものは、適正にきちんと
処分します。

３Rの推進
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  計画の基本的事項                                  

１）位置付け 

本計画は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（以下、「廃棄物処理法」という。）第

６条に基づき策定するもので、長期的・総合的視点に立って、本市における計画的なごみ

処理を推進するための基本方針となるものです。ごみ排出抑制から最終処分に至るまでの

ごみの適正な処理を進めるために、国の法律・計画、愛媛県の計画及び本市の総合計画・

環境基本計画等の上位計画と整合を図りつつ、必要な事項を定めます。 

また、本計画は、「持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）」

を達成するための一端を担う取組を進めていきます。 

 

※SDGs：「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称。 

2015 年国連サミットで定められた「地球上の誰一人として取り残さない」ことを理 

念とした 17 のゴールと 169 のターゲットで構成された国際社会共通の目標 

 

２）対象区域 

本計画は、西条市全域を対象とします。 

 

３）計画の範囲 

本計画は、市内の家庭・事業所から排出される一般廃棄物のほか、災害廃棄物を対象と

します。 

 

４）計画の期間 

本計画の計画期間は、平成 29（2017）年度から令和 13（2031）年度の 15 年間と

します。 

本改定は、計画策定から 5 年目を迎えるにあたり、現行計画の中間見直しを行うもので

す。 

なお、概ね 5 年後に中間点検を行い、社会情勢や本計画の進捗状況などを考慮したうえ

で、計画の推進に支障をきたす事項が認められる場合においては、計画内容の見直しを行

うこととします。 

  

２ 
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図 1-2 本計画の位置付け 

※１「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」 ※６「建設工事に係る資材の再資源化等に

２「資源の有効な利用の促進に関する法律」   関する法律 

３「容器包装に係る分別収集及び再商品化  ７「使用済自動車の再資源化等に関する

の促進等に関する法律」          法律」                       

４「特定家庭用機器再商品化法」      ８「使用済小型電子機器等の再資源化の        

５「食品循環資源の再生利用等の促進に関す   促進に関する法律 

  る法律」                
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■本市のごみ処理に係る経費 

 令和元年度における本市のごみ処理収支

は、収入が約 7,500 万円、支出が約 11 億

1,800 万円で、支出が収入の約 15 倍となっ

ています。ごみ処理に係る経費は差し引き約

10 億 4,300 万円で、市民 1 人当たりでは

約 10,300 円になります。 

主な収入は、道前クリーンセンターの運営によるもので、全体の 90％以上を占めて

います。残りは、指定ごみ袋の販売手数料や、最終処分場へのごみの直接搬入に伴う許

可手数料です。一方、支出の半分以上は道前クリーンセンターの運営費であり、約 7.6

（68.0％）億円を超す費用がかかっています。次にごみ収集・運搬が多く、約 2.5 億

円（22.1％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           （資料：衛生課） 

■１人１日当たりのごみ排出量とリサイクル率 

 令和元年度環境省の一般廃棄物処理実態調査から、本市の家庭（家庭系と集団回収

含む）からのごみ排出量は１人１日当たり 752g で、愛媛県平均と比較して多くなっ

ています。 

また、ごみを資源として再利用したリサイクル率は 8.7％であり、愛媛県平均と比

べて低い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-4 収入・支出の内訳（単位：万円） 

図 1-3 ごみ処理収支概要 
（令和元年度実績） 

図 1-5 １人１日当たりのごみ排出量（左）とリサイクル率（右） 

（資料：令和元年度一般廃棄物処理実態調査【環境省】） 


